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主催：JABM 日本ボンド磁性材料協会 

2025 JABM 新春公開セミナー 

JABM 協会恒例の新春公開セミナーでは、磁性材料に拘ることなく、幅広い興味深いテーマを取り上げています。

今年は、ドイツ留学から戻られたばかりの明治大学の小原先生をお迎えし、「1 年間の在外研究にて経験した昨

今のドイツ社会」と題してご講演いただきます。小原先生は、永久磁石材料、電気化学キャパシタ材料、高周波フ

ェライトの損失に関する研究に取り組んでおり、その分野で豊富な知識と経験を有しておられます。 

本講演では、先生がドイツでの在外研究を通じて感じたことや経験談を交えながら、ドイツ社会の現状について

お話いただきます。ウクライナ戦争や中東の紛争など、世界情勢が急速に変化する中で、EU の中心的な役割を果

たすドイツがどのように影響を受けているのか、またドイツの学生のプロ意識や社会の効率性についても触れていただ

きます。小原先生のユーモアあふれる視点から、ドイツの食文化や鉄道、役所の効率性についても興味深いお話が

聞けること請け合いです。新たな視点や知見を得る絶好の機会となることは間違いありません。多くの皆様のご参

加を心よりお待ちしております。 

 

日時：2025 年 1 月 10 日（金） 

講演会：15：30 ～ 17：00 

場所：アートホテル日暮里ラングウッド 

参加費：会員：無料  非会員：5,000 円 学生：無料 

 

プログラム 総合司会 JABM 企画委員長 脇本 直樹（ 戸田工業㈱ ） 

       開会挨拶 JABM 会長      有泉 豊徳（ 東英工業㈱ ） 
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『 1 年間の在外研究にて経験した昨今のドイツ社会 』  

昨今、ウクライナ戦争や中東における紛争などを代表として、世界を取り巻く状況はめくる

めく変化している。ヨーロッパは陸続きであり、EU による国家間の結びつきも強い事から世界

状況の変化に対して敏感であり、とくに EU にて中心的な役割を果たしているドイツ社会も

大きな影響を受けている。 

 本講演では、講演者が 1 年間のドイツにおける在外研究を通して、研究にまつわる話題

にこだわらず昨今のドイツ社会について感じたことを、経験談も交えながら紹介する。 

 

小原 学 氏 

明治大学 理工学部 専任准教授 


